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姫 街 道
本宿の街道と崖屋。 

かつて姫街道として栄えたこの地には、今も多くの古民家が残り、

往時の風情を感じながら散策を楽しむことができます。

街
道

崖
屋



2２０２６ 冬号

謹賀新年謹賀新年
　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
町
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

執
行
と
議
会
は
、
常
に
車
の
両

輪
に
例
え
ら
れ
ま
す
が
、
片
方
の

車
輪
が
先
行
し
て
も
、
遅
れ
て
も

均
衡
が
と
れ
ま
せ
ん
。
本
年
も

「
町
民
皆
様
の
安
全
と
安
心
」
を

願
い
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
午
（
う
ま
）
で

す
が
「
縁
起
が
良
い
」
と
言
わ
れ

る
三
つ
の
理
由
が
あ
る
よ
う
で

す
。

①
前
に
進
む
象
徴

　

→
発
展
・
政
調
・
努
力
が
実
る
。

②
神
の
使
い

　

→
絵
馬
に
込
め
ら
れ
た
願
い
。

③
勝
利
・
出
世
・
商
売
繁
盛
の
象

徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
に
「
挑

戦
」
「
目
標
」
「
飛
躍
」
な
ど
前

を
向
く
に
は
理
想
の
干
支
で
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
方
の
希
望
に
満

ち
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

下
仁
田
町
議
会
議
長

岡
田　

邦
敏

堀口 博志
副議長

社会経済常任委員会
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総務常任委員会
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社会経済常任委員会

委員

小井土 光弘
総務常任委員会

副委員長

佐々木 信也
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岡田 邦敏
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定
例
会
・
広
域
圏
等
議
会
の
概
要

▼
10
日　

開
会
日

・
会
期
を
19
日
ま
で
の
10

日
間
と
す
る
決
定

・
一
般
質
問
２
名

▼
11
日　

議
案
の
上
程
・

採
決

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
規
約
変
更
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
災
害
弔
慰
金

の
支
給
等
に
関
す
る
事

務
に
係
る
共
同
処
理
の

取
り
止
め
に
伴
う
財
産

処
分
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

・
下
仁
田
町
持
続
的
発
展

計
画
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

※
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

可
決

・
令
和
７
年
度
下
仁
田
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
令
和
７
年
度
下
仁
田
町

浄
化
槽
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

※
い
ず
れ
も
予
算
決
算
特

別
委
員
会
へ
付
託

▼
12
日　

予
算
決
算
特
別

委
員
会

・
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審

査
▼
19
日　

最
終
日
・
採
決

・
令
和
７
年
度
下
仁
田
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

※
賛
成
多
数
で
可
決

・
令
和
７
年
度
下
仁
田
町

浄
化
槽
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

・
下
仁
田
町
議
会
の
議
員

の
諸
給
与
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

・
下
仁
田
町
長
、
副
町
長

及
び
教
育
長
の
諸
給
与

支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

・
下
仁
田
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・
下
仁
田
町
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
下
仁
田
町
一
般
職
の
任

期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
下
仁
田
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

・
令
和
７
年
度
下
仁
田
町

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

※
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

可
決

◆
甘
楽
西
部
環
境
衛
生

　
　
　

施
設
組
合
議
会

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会

　
　

（
12
月
23
日
開
催
）

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
規
約
変
更
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
災
害
弔
慰
金

の
支
給
等
に
関
す
る
事

務
に
係
る
共
同
処
理
の

取
り
止
め
に
伴
う
財
産

処
分
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

・
令
和
７
年
度
甘
楽
西
部

環
境
衛
生
施
設
組
合
補

正
予
算
（
第
２
号
）

※
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決

◆
富
岡
甘
楽
広
域

市
町
村
圏
組
合
議
会

令
和
７
年
12
月
臨
時
会

　
　

（
12
月
24
日
開
催
）

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

（
群
馬
県
市
町
村
公
平

委
員
会
共
同
設
置
規
約

の
変
更
）

※
全
会
一
致
で
承
認

・
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村

圏
振
興
整
備
組
合
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

・
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村

圏
振
興
整
備
組
合
火
災

予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
規
約
変
更
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
災
害
弔
慰
金

の
支
給
等
に
関
す
る
事

務
に
係
る
共
同
処
理
の

取
り
止
め
に
伴
う
財
産

処
分
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

※
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決

環

境

・

広

域

圏

議

会

▶審議結果は８ページをご覧ください。

12
月
定
例
会
の
概
要
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補
正
予
算
の
概
要

◆
主
な
質
疑
応
答

　
　
　
　

問　

財
産
管
理
費
藤
畑
倉

庫
に
つ
い
て
、
現
在
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
の
か
。

答　

こ
の
建
物
は
、
木
造

部
分
と
シ
イ
タ
ケ
等
を

貯
蔵
し
て
い
た
冷
蔵
庫

部
分
、
石
蔵
の
３
つ
の

建
物
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
石
蔵
は
農
林
課
の

倉
庫
と
し
て
、
冷
蔵
庫

部
分
は
一
般
の
方
に
貸

し
出
し
て
お
り
、
木
造

部
分
は
総
務
課
地
域
安

全
係
で
非
常
食
等
の
備

品
の
倉
庫
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。

問　

一
般
に
貸
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
有
償

で
貸
し
て
い
る
の
か
。

答　

有
償
で
貸
借
し
て
お

り
、
月
１
万
円
で
年
間

12
万
円
の
収
入
が
あ
り

ま
す

問　

公
営
住
宅
管
理
費
修

繕
料
に
つ
い
て
。

答　

町
営
住
宅
に
入
居
し

て
い
た
方
が
退
去
し
た

後
の
経
年
劣
化
に
よ
る

修
繕
や
、
住
宅
に
付
随

す
る
浄
化
槽
等
の
不
具

合
に
よ
る
修
繕
で
す
。

問　

防
災
行
政
無
線
維
持

補
修
で
、
個
別
受
信
機

の
数
は
。

答　

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の

音
声
が
聞
き
と
り
づ
ら

い
地
域
の
家
の
中
に
設

置
さ
れ
て
い
る
戸
別
受

信
機
は
約
６
６
０
台
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

予

算

決

算

特

別

委

員

会

令和７年度一般会計補正予算(第３号)

歳入歳出１億５，１６４万円増額補正し、予算総額６１億５，８７３万４千円
■歳入 （単位：千円）

名称等 主な内容 補正額

民生費国庫、県負担金
保育所運営費負担金 ２,０５９

障害児入所給付費等負担金 ５２４

財政調整基金繰入金 財政調整基金繰入金 ３,９２７

公共施設等整備基金繰入金 公共施設等整備基金繰入金 ８８,０００

民生費関係収入 後期高齢者医療広域連合療養給付費市町村負担金返還金 １３,９６６

総務債

脱炭素化推進事業債

１,６００

衛生債 １,０００

消防債
△１６,５００

緊急防災・減災事業債 ５６,７００

■歳出 （単位：千円）

事業名等 主な内容 補正額

財産管理費 南庁舎（旧諸星建設）１階事務室改装工事 ３,３００

企画費 大阪・関西万博ネギアート作品輸送料等 １,００１

庁舎等管理費 役場庁舎冷暖房工事費 ８８,０００

児童福祉総務費
保育所運営（委託）費 ２,７４５

前年度保育所運営費負担金返還金 ８,４６１

保健衛生総務費 保健センターＬＥＤ照明工事 １,２１４

商工総務費 下仁田町ＳＳ過疎地対策計画策定支援業務委託料 ４,８４５

水防・防災費 防災行政無線操作卓更新業務委託料 ３７,６５３

公債費 地方債元金償還金 △４,６８７

町営しらかば団地改修工事
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補
正
予
算
の
概
要

令和７年度一般会計補正予算(第４号)

歳入歳出２億３，０６７万７千円増額補正し、予算総額６３億８，９３７万１千円
■歳入 （単位：千円）

名称等 主な内容 補正額

地方交付税 普通交付税 １１３,６５９

総務費国庫補助金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 １４０,８８７

民生費国庫補助金 物価高対応子育て応援手当補助金 ７,９６０

財政調整基金繰入金 財政調整基金繰入金 △３１,８６９

■歳出 （単位：万円）

事業名等 主な内容 補正額

（人事院勧告等による人件費増額分） ４８,３８０

財政管理費 減債基金積立金 １０,００３

児童福祉総務費 子育て世帯支援事業（国庫補助） ７,９６０

物価高騰対策費

子育て世帯支援事業（町独自上乗せ分） ７,１９３

児童福祉施設・障害福祉施設支援事業 ８３０

介護サービス事業所等物価高騰対応臨時支援事業 ３,１０２

物価高騰対策商品券配布事業 ９４,９７６

農林業物価高騰対策支援事業 １３,０００

水道料金支援事業（８カ月分検針４回分） ４５,１８６

物価高騰対策費の内容

事業 
番号

事業名称・事業の概要（目的・効果）

1

子育て世帯支援事業（町独自上乗せ分）
物価高騰の影響を強く受けている子育て世帯を支援することで、こどもたちの健やかな成長を応援するため、
物価高対応子育て応援手当支給対象者に対して、町独自で２万円を上乗せして支給する。 
（０歳から18歳までのこども１人当たり児童福祉費と合わせて40,000円を支給）

2
児童福祉施設・障害福祉施設支援事業
高騰が続く光熱水費負担の軽減を図ることで、施設運営の支援を図る。
（利用者１人あたり10,000円とする交付額）

3
介護サービス事業所等物価高騰対応臨時支援事業
町内の介護サービス事業所等に及ぶ光熱水費や燃料費等の物価高騰の影響を緩和し、安定したサービス提供
を支援する。

4

物価高騰対応商品券配布事業
物価高騰が続く中、町内で利用可能な商品券を配布することで、食糧品・生活用品購入の支援を行い家庭負
担の軽減を図り、住民生活の支援を行う。 
（食糧品や灯油等を購入できる商品券を町民1人あたり15,000円分配布）

5

農林業物価高騰対策支援事業
肥料や生産資材などの価格高騰で、大きな影響を受けている農林業者に対して、事業継続に向けた安定生産
の下支えをするため、農林業に係る経費の一部を支援。 
　令和６年分の税申告した特定経費（肥料費、飼料費、農具費、農薬衛生費、諸材料費、動力光熱費）の
　合計金額の10％（上限10万円  畜産業・蒟蒻・しいたけ農家は上限20万円）

6
水道料金支援事業
物価高騰の影響を受けている町民・事業者等（公共機関施設を除く）の負担軽減を図ることを目的に、８カ月
分（検針４回分）の町営の上水道料金について基本料金及びメーター使用料を免除する。

（ ）
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議
員
　
世
界
遺
産
登
録
か
ら

10
年
間
の
荒
船
風
穴
の
来

訪
者
数
と
年
単
位
で
の
最

高
来
訪
者
数
は
。

教
育
課
長
　
10
年
間
の
来

訪

者

総

数

は

13

万

１
，

９
２
４
人
で
、
年
間
の
最

高
来
訪
者
数
は
、
登
録
初

年
（
平
成
26
年
）
の
２
万

　

３
，
１
２
３
人
で
あ
り
ま

す
。
現
在
は
約
１
万
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
登
録
当
初
の
年
単
位

の
来
訪
者
数
の
見
込
み
は
。

教
育
課
長
　
平
成
29
年
度
に

年
間
５
万
７
千
人
と
設
定

し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

来
訪
者
見
込
み
数
を

下
回
っ
て
い
る
要
因
は
。

教
育
課
長　

町
の
中
心
部
か

ら
約
20
㎞
離
れ
た
山
間
部

に
位
置
し
、
公
共
交
通
機

関
が
な
い
上
、
道
路
の
狭

さ
や
急
勾
配
が
大
型
バ
ス

の
乗
り
入
れ
や
離
合
を
妨

げ
て
い
る
た
め
で
す
。
ま

た
、
第
１
駐
車
場
か
ら
の

急
坂
は
見
学
者
の
負
担
と

な
り
、
来
訪
を
た
め
ら
わ

せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
一
方
、
計
画

的
な
環
境
整
備
に
よ
り
、

他
の
構
成
資
産
と
比
較
し

て
来
訪
者
数
は
相
対
的
に

多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

議
員　

街
な
か
へ
の
誘
客
に

向
け
た
こ
れ
ま
で
の
施
策

は
。

商
工
観
光
課
長　

「
観
光
タ

ク
シ
ー
で
巡
る
！
世
界
遺

産
荒
船
風
穴
・
ジ
オ
パ
ー

ク
周
遊
ツ
ア
ー
」
と
称
し
、

今
年
度
は
６
つ
の
周
遊

コ
ー
ス
を
設
定
し
、
回
遊

性
を
高
め
る
補
助
事
業
な

ど
を
展
開
し
ま
し
た
。

議
員
　

※

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
も
高
ま
っ
て
い
る
中
、

若
年
層
や
訪
日
外
国
人
に

対
し
て
の
観
光
戦
略
は
。

商
工
観
光
課
長　

多
言
語
表

示
な
ど
訪
日
外
国
人
へ
の

配

慮

も

行

い

な

が

ら
、　 

※

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
町
公
式
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
Ｘ
等
）
を
活
用
し
、

情
報
発
信
の
充
実
・
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

「
荒
船
風
穴
」
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育

旅
行
の
受
け
入
れ
実
績
は
。

教
育
課
長　

成
り
立
ち
や
蚕

種
貯
蔵
所
と
し
て
の
歴
史

的
役
割
、
世
界
遺
産
登
録

の
意
義
等
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
現
地
見
学

会
や
ガ
イ
ド
解
説
付
き
の

学
習
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

教
育
的
な
活
用
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
荒

船
風
穴
や
各
ジ
オ
サ
イ
ト

を
学
習
の
場
と
し
て
継
続

的
に
活
用
し
て
い
る
学
校

や
各
種
団
体
も
受
け
入
れ

て
お
り
ま
す
。

議
員　

今
後
の
教
育
旅
行
の

受
け
入
れ
、
誘
致
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

教
育
課
長　

※

エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
産
業
・
文
化
体
験

な
ど
を
一
体
的
に
推
進
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
と
持
続

可
能
な
地
域
活
性
化
を
図

る
た
め
、
関
係
団
体
と
連

携
し
て
、
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

議
員　

今
後
の
保
存
・
活
用

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
課
長　

周
辺
の
環
境
・

修
景
整
備
へ
の
注
力
に
加

え
、
冷
風
を
生
む
岩
塊
部

の
史
跡
の
追
加
指
定
を
目

指
し
、
世
界
遺
産
と
し
て

の
価
値
向
上
を
図
り
ま
す
。

議
員　

姉
妹
都
市
・
友
好
都

市
の
提
携
推
進
を
。

町
長　

都
市
交
流
は
、
町
の

総
合
力
を
高
め
る
有
効
な

手
段
で
す
。
情
勢
を
見
極

め
、
県
や
関
係
団
体
の
協

力
を
得
て
、
町
の
特
色
や

課
題
に
合
っ
た
提
携
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

一
般
質
問
●
堀
越 

健
介 

議
員

荒
船
風
穴
の
活
用
は

世
界
遺
産
と
し
て
の

価
値
を
高
め
る堀越 健介 議員

風　穴

問答

姉
妹
都
市
等

締
結
推
進
を

提
携
を

検
討
し
た
い

問答

堀越健介議員
一般質問

（YouTube）

※インバウンド需要
海外から日本へやってくる観光客が持つ購
買欲やニーズのこと

※ＳＮＳ
インターネット上で人々がつながり情報を

共有するための場

※エコツーリズム
自然環境や歴史文化を体験しながら学ぶと
ともに、その保全にも責任を持つ観光のあ
り方
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議
員　

テ
レ
ビ
等
で
の
連
日

の
ク
マ
被
害
報
道
の
状
況

を
、
危
機
感
や
問
題
意
識

も
含
め
て
、
町
長
は
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

か
。

町
長　

本
町
で
も
人
家
近
く

へ
の
出
没
、
登
山
道
周
辺

で
の
目
撃
情
報
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　

ま
ず
何
よ
り
も
優
先
す

べ
き
は
、
町
民
の
生
命
と

身
体
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
目
撃
情

報
や
出
没
状
況
を
い
ち
早

く
把
握
し
、
注
意
喚
起
を

徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

県
内
お
よ
び
町
内
で

の
ク
マ
出
没
・
目
撃
件
数

は
。

農
林
課
長　

ま
ず
、
県
内
の

ク
マ
の
目
撃
・
出
没
件
数

で
す
が
、
本
年
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、
４
月
か
ら
10

月
ま
で
に
１
，
０
８
５
件

の
通
報
が
あ
り
、
既
に
昨

年
度
の
同
じ
時
期
と
比
較

し
て
４
０
７
件
増
え
て
い

る
状
況
で
す
。

　
　

次
に
、
本
町
の
ク
マ
の

目
撃
・
出
没
件
数
で
す
が
、　
　
　

令
和
７
年
度
に
入
っ
て
か

ら
９
件
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

議
員　

人
身
被
害
お
よ
び
農

業
被
害
の
発
生
状
況
は
。

農
林
課
長　

県
内
の
ク
マ
に

よ
る
人
身
被
害
発
生
状
況

で
す
が
、
本
年
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、
４
月
か
ら
10

月
ま
で
に
10
件
が
報
告
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
　

死
亡
事
故
は
な
い
も
の

の
、
重
傷
事
故
も
発
生
し

て
お
り
、
自
宅
玄
関
先
や

散
歩
中
な
ど
、
人
間
活
動

域
と
考
え
ら
れ
る
場
所
で

の
遭
遇
事
故
も
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

現
時
点
ま
で
に
、
本
町

に
お
い
て
ク
マ
に
よ
る
人

身
被
害
の
報
告
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
近
隣

市
町
村
で
は
発
生
事
例
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
と

し
て
も
「
い
つ
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
」
と
い
う

危
機
感
を
持
っ
て
対
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

議
員　

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
生
息
状
況
の
調
査
は
有

効
で
は
。

農
林
課
長　

ド
ロ
ー
ン
の
活

用
は
、
ク
マ
対
策
と
し
て

「
生
息
数
調
査
の
主
役
」

と
い
う
よ
り
、
被
害
多
発

エ
リ
ア
を
詳
し
く
把
握
す

る
た
め
の
補
助
ツ
ー
ル
と

し
て
有
効
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

こ
の
た
め
ド
ロ
ー
ン
は
、

ク
マ
の
頭
数
を
正
確
に
数

え
る
道
具
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
被
害
が
多
い
集
落

周
辺
の
山
際
や
藪
地
を
上

空
か
ら
確
認
し
、
ク
マ
が

出
や
す
い
場
所
や
ル
ー
ト

を
「
見
え
る
化
」
す
る
手

段
と
し
て
、
一
定
の
有
効

性
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員　

ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー

の
配
布
状
況
は
。

農
林
課
長　

ク
マ
撃
退
ス
プ

レ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

下
仁
田
小
学
校
、
下
仁
田

中
学
校
等
、
各
施
設
に
、

取
扱
説
明
書
を
添
付
し
た

上
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
緊
急
銃
猟
を
発
令
し
た

事
例
が
あ
る
か
。

農
林
課
長　

現
時
点
ま
で
に
、

本
町
に
お
い
て
日
常
生
活

圏
に
ク
マ
が
継
続
的
に
出

没
し
た
事
例
は
な
く
、
緊

急
銃
猟
を
発
令
し
た
事
例

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

議
員　

本
町
の
ク
マ
対
策
を

ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
進

め
て
い
く
の
か
。

町
長　

今
後
も
、
猟
友
会
や

県
、
警
察
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
の
も
と
、
必
要

に
応
じ
た
捕
獲
・
追
い
払

い
、
わ
な
設
置
や
電
気
柵

等
の
被
害
防
止
対
策
の
支

援
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

一
般
質
問
●
並
木 

一
夫 

議
員

問答
町
の
ク
マ
対
策
の

方
向
性
は

実
効
性
の
あ
る

取
り
組
み
を

並木 一夫 議員

並木一夫議員
一般質問

（YouTube）
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審 議 結 果

第４回定例会（１２月１０日～１９日開催）　
○は賛成、×は反対を表しています。 
( 岡田議長を除く９人で採決を行いました。)

議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　議　案　名　案

堀
越
健
介

並
木
一
夫

小
井
土
光
弘

大
手
博
幸

佐
々
木
信
也

木
暮
弘
元

佐
藤　

博

千
野
榮
治

堀
口
博
志

審
議
結
果

60
群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

61
群馬県市町村総合事務組合の災害弔慰金の支給等に
関する事務に係る共同処理の取り止めに伴う財産処
分に関する協議について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

62 下仁田町持続的発展計画について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

63 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

64
令和７年度下仁田町一般会計補正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可
決

65

令和７年度下仁田町浄化槽事業会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

66
下仁田町議会の議員の諸給与支給条例の一部を改正
する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

67
下仁田町長、副町長及び教育長の諸給与支給条例の
一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

68
下仁田町職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

69
下仁田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

70
下仁田町一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

71
令和７年度下仁田町一般会計補正予算（第４号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

72
令和７年度下仁田町介護保険特別会計補正予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

資本的収入１,９４２万円を増額し総額６,６０８万７千
円に、資本的支出１, ５３２万５千円を増額し総額６,
２３１万６千円とする補正（ ）

歳入歳出２億３,０６３万７千円追加、総額６３億８,９３７万１千
円とする補正（ ）

歳入歳出３,３０３万２千円追加、総額９億７,９１７万９千円とす
る補正（ ）

歳入歳出１億５, １６４万円追加、総額６１億５, ８７３
万４千円とする補正（ ）
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令
和
７
年
度

商
工
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

▼
こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り

　
　

体
験
道
場
及
び
広
場

　
　
　

  

11
月
２
日(
日)

（
議
長
・
社
会
経
済
常
任

委
員)　
　

富
岡
甘
楽
地
方
議
会
議
員

連
絡
協
議
会
研
修
会

　

▼
ヴ
ァ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

　
　

 

11
月
４
日(

火)

（
全
議
員)

群
馬
県

町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

▼
玉
村
町
文
化
セ
ン
タ
ー

  

11
月
５
日(

水)

（
全
議
員)

令
和
７
年
度
定
期
監
査

　

▼
役
場
会
議
室

11
月
６
日（
木
）～
７
日(

金)

（
監
査
委
員)

金
婚
式

　

▼
役
場
会
議
室

  

11
月
10
日(

月)

（
副
議
長)

下
仁
田
町
功
労
者
表
彰

選
考
委
員
会

　

▼
役
場
会
議
室

　
　
　

  

11
月
11
日(

火)

(

議
長
・
総
務
常
任
委
員
長)

第
69
回
町
村
議
会
議
長

全
国
大
会

　

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
他

11
月
12
日（
水
）～
13
日(

木)

（
議
長)

議
会
広
報
研
究
会

　

▼
市
町
村
会
館

　
　
　

 

11
月
20
日(

木)  

（
広
報
委
員)

下
仁
田
ね
ぎ
祭
り
２
０
２
５

　

▼
こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り

　
　

体
験
道
場
及
び
広
場
他

 

11
月
23
日(

日)  

（
全
議
員)

下
仁
田
町
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

対
策
検
討
委
員
会

　

▼
役
場
会
議
室

　

 

11
月
26
日(

水)  

(

議
長
・
総
務
、

社
会
経
済
常
任
委
員
長)

福
井
県
坂
井
市
議
会

行
政
視
察
対
応

　

▼
役
場
会
議
室

　

 

11
月
26
日(

水) 

（
総
務
常
任
委
員)

新
年
互
礼
会

　

▼
役
場
会
議
室

１
月
５
日(

月)  

（
全
議
員)

群
馬
県
議
会
新
春
交
流
会

　

▼
群
馬
県
庁

１
月
６
日(

火)

（
議
長)

下
仁
田
町
消
防
団
・

下
仁
田
消
防
署
出
初
式

　

▼
文
化
ホ
ー
ル

１
月
11
日(

日)

（
全
議
員)

二
十
歳
を
祝
う
会

　

▼
文
化
ホ
ー
ル

１
月
11
日(

日)

（
全
議
員)

富
岡
警
察
署
初
点
検

　

▼
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
月
13
日(

火)

（
議
長)

こ
ん
に
ゃ
く
大
國
神
祭

　

▼
諏
訪
神
社
境
内

　
　
　
　

１
月
19
日(

月)

（
全
議
員)

甘
楽
・
多
野
鳥
獣
被
害

対
策
協
議
会
研
修
会

▼
役
場
会
議
室

　
　
　

１
月
26
日(

月)

　
　
　

（
協
議
会
委
員)

　
　
　

議 

員 

参 

加 

の 

行 

事 

報 

告

行
事
報
告

研修会の様子

定期監査の様子

下仁田ねぎ祭り２０２５

こんにゃく大國神祭



10２０２６ 冬号

議
会
だ
よ
り

二
〇
二
六
年　

冬
号

（
第　

112　

号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

岡
田　

邦
敏

編
集
／
広
報
発
行
特
別
委
員
会　

☎
０
２
７
４-

６
４-

８
８
１
０

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

編
集
室
か

ら

　

し
も
に
た
議
会
だ
よ
り

も
本
号
が
１
１
２
号
と
な

り
ま
し
た
。
年
に
４
回
の

発
刊
、
実
に
28
年
を
経
過

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間

に
一
度
も
休
む
こ
と
な
く

継
続
で
き
た
こ
と
は
、
発

行
委
員
の
努
力
と
読
者
の

皆
様
の
支
え
に
よ
る
も
の

と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
人
に
成
り
立
て
の

若
い
議
員
を
中
心
に
「
議

会
だ
よ
り
」
の
重
要
性
と

必
要
性
を
訴
え
、
若
手
を

中
心
と
し
た
広
報
発
行
特

別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

創
刊
号
が
発
刊
さ
れ
ま
し

た
。

　

表
紙
の
用
語
「
あ
な
た

と
議
会
を
結
ぶ
確
か
な
情

報
と
信
頼
」
は
発
刊
当
初

か
ら
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
用
語
一
つ
を

考
え
出
す
ま
で
に
も
い
ろ

い
ろ
な
論
議
を
経
ま
し
た
。

「
正
確
な
情
報
、
信
頼
性
の

得
ら
れ
る
発
信
方
法
」
等

に
は
委
員
一
人
ひ
と
り
が

そ
の
責
務
を
負
い
な
が
ら

担
当
し
て
い
る
様
子
は
創

刊
当
時
と
変
わ
り
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
今
後
に
於
い

て
も
創
意
と
工
夫
を
繰
り

返
し
な
が
ら
継
続
さ
れ
る

こ
と
で
す
が
、
愛
読
い
た

だ
い
て
い
る
町
民
の
皆
様

か
ら
の
意
見
や
要
望
が
寄

せ
ら
れ
た
ら
「
よ
り
良
い

議
会
だ
よ
り
」
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
議
会
事
務
局

ま
た
は
、
発
行
委
員
へ
の

ご
一
報
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
声
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

佐
藤　

博

広
報
発
行
特
別
委
員
会

委

員

長　

並
木　

一
夫

副
委
員
長　

堀
越　

健
介

委　
　

員　

小
井
土
光
弘

　
　
　
　
　

大
手　

博
幸

　
　
　
　
　

佐
々
木
信
也

　
　
　
　
　

佐
藤　
　

博

　
　
　
　
　

堀
口　

博
志

　議会本会議及び予算決算特別委員会の
傍聴ができます。

日程などのお問い合わせは

☎0274-64-8810

議会だより、会議録の他、下仁田町

議会の情報は下仁田町ホームページ

よりお進み下さい。

http://www.town.shimonita.lg.jp/

次の定例会は３月です

旭
日
双
光
章

佐
藤
公
夫 

前
議
員

　

佐
藤
公
夫
前
下
仁
田
町
議

会
議
員
は
、
地
方
自
治
の
功

績
が
認
め
ら
れ
て
、
天
皇
陛

下
か
ら
旭
日
双
光
章
が
授
与

さ
れ
、
11
月
７
日
に
群
馬
県

庁
昭
和
庁
舎
に
て
群
馬
県
知

事
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
月
26
日
に
は
皇
居
に
て

天
皇
陛
下
の
拝
謁
を
賜
り
ま

し
た
。

県
功
労
者
表
彰

千
野
榮
治 

議
員

 
千
野
榮
治
下
仁
田
町
議
会

議
員
は
、
平
成
11
年
か
ら
現

在
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
下

仁
田
町
議
会
議
員
と
し
て
地

域
発
展
の
た
め
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
、
10
月
28
日
に
群

馬
県
庁
昭
和
庁
舎
に
て
群
馬

県
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た

表
　
彰

おめでとう
　　　ございます
おめでとう
　　　ございます


